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水の信仰都市バラーナシ 
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Varanasi is a religious city of the water 
constructed by a ghat , a temple and a palace. 
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Varanasi is a sacred place of the Hinduism maximum. The Ganga coast flowing through the east of 
Varanasi is lined with the royal palace and temples and house group having a courtyard opens behind them and 
creates labyrinth space. The people come and go along the clear axis that links the land to the river while 
assuming faith a base of the life. In this report, it is intended to clarify the space structure of the waterside of 
Varanasi from documents consideration and an actual survey investigation. 
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１． はじめに 
バラーナシは象徴的な廟も、城壁もない、一見すると
乱雑している都市であった。インドのすべての文化や建
築が集約されていると言われるバラーナシは、なぜ魅力
的で美しいのか、なぜ人々はこの都市に惹きつけられる
のかを、建築的観点と歴史的観点から、2011 年に自身で
まとめた『宗教都市ヴァラナシ―ガートと迷宮が作り出
す生と死の水辺空間―』を基盤とし、考察していく。本
研究は科学研究費補助金基盤研究（Ａ）「アジアの都市
住宅の類型に関する史的研究」（研究代表者・高村雅彦）
ならびに基盤研究（Ｂ）「水都に関する歴史と環境の視
点からの比較研究」（研究代表者・陣内秀信）の研究成
果の一部である。 
２． 研究の目的と方法 
バラーナシはインド北部、ウッタル・プラデシュ州に
位置するガンジス河沿岸の都市である。ヒンドゥー教最
大の聖地としてインド国内外の巡礼者が一年を通して訪
れる。バラーナシの東を流れるガンガー沿岸には、王宮
と寺院が建ち並び、それらの背後には中庭を持つ住宅群
が広がり迷宮空間を作り出している。信仰を生活の基盤
としながら、河と陸を結ぶ明快な軸に沿って人々は行き
来する。本稿では、聖地として位置づけられるバラーナ
シの水辺の空間構造を文献考察と実測調査の両面から明
らかにすることを目的とする。 
調査において重要な土台となったのは 1928-29 年にか
けてインド調査局によって作成された都市地図のナガ
ル・マハパルカによる複写（1/1000、全 17 葉中 16 葉）
である。この都市地図はバラーナシ全域の建築物の外形
および使用状況、モハッラ、寺院や祠、植栽が記載され
ている非常に詳細なものである。この地図と既往の研究
をもとに調査を行った。 
調査範囲は、ガンガー沿岸に連なる 84 のガートとそ
の周辺にある王宮、寺院である。ガート（ghat）とは、
河や湖などの水際に沿って設けられた階段のことをいい、
寺院に付随して建設される場合がほとんどだが、そもそ
も水辺はそれ自体が宗教空間であり、階段岸、沐浴場、
船着場などさまざまな言葉に置き換えられる。実測調査
から、聖と俗そして生と死が複雑に混じりあったガート
空間を、王宮、寺院、そして祝祭という視点から読み解
いていきたい。 
３． ガンガーとバラーナシ 
 河はインドの生命であり、生活の象徴をなすが、とく
にその宗教的な意義が大きい。ガンガーは最も優れた浄
化能力を持つとされ、信者の生活サイクルはガンガーの
水による浄化の儀式と深く結びついている。一般的に耳
にする名称は「ガンジス河」だが、バラーナシを流れる
部分は、聖地に敬意を表して「ガンガー」と呼ばれる。
これにしたがい、本稿でも「ガンガー」と表記する。 
ガンガーは中流域では蛇行しながら流れ、ちょうどバラ
ーナシ付近で緩やかに北に流れを変える。北にはシヴァ
の座するカイラーサ山の峰々があり、このことに神威を
感じ取り、今日までバラーナシは聖地として多くの巡礼
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者の向かう先となっている。 
近代インドの歴史を語る上で欠かせない存在がムガル
帝国である。ムガル帝国とは 16 世紀初頭から 19 世紀後
半まで存続したイスラム王朝である。ムガル帝国の衰退
が決定的となった 18 世紀から有力で野心家な貴族たち
は半独立国を打ち建てることにエネルギーを傾けていき、
ベンガル、アワド、ハイダラーバードは州知事が自立を
主張した結果生まれた「継承国家（サクセション・ステ
イト）」と位置づけられている。これらの小国は宗教に
こだわらない世俗的な性格であったため、バラーナシは
ヒンドゥー教の聖地であるにもかかわらず、18～19 世紀
にかけてベンガル、マイソール、マラーターなど各地の
マハラジャ（藩王）の支援によって多くのガートがパッ
カ（石）で建設された。イスラム教徒の侵略によってヒ
ンドゥー寺院や神像が破壊されてもなお、聖地バラーナ
シは発展を続け、寺院には毎年膨大な数の巡礼者たちが
参集し、政治的・経済的要求とは無縁の宗教都市として、
その重要性を失わなかったのである。 
モンスーンによって引き起こされるガンガーの洪水時
に莫大な量の土砂が流され、その堆積によって自然堤防
が形成される。ガンガーの水位は雨季に約 13 メートル
上昇する。洪水で流された土砂によって周辺には肥沃な
土地が生まれ、人々の暮らしに恩恵を与えてきた。 
バラーナシは、ガンガー左岸の自然堤防上に形成され
た都市であり、起源は現在のラジガート台地一帯である。
そこから雨季の増水を避けるように南方に発展していき、
やがて三つの丘を核とした集落が形成された。その三つ
の集落の中心には北からオーンカーレシュヴァラ寺院、
ヴィシュヴェシュヴァラ寺院、ケダーレシュヴァラ寺院
がそれぞれ建っており、地勢的条件が宗教の軸にもなっ
ていることがわかる。 
 
図1 三つの寺院とその領域 
バラーナシでは、洪水が起こるたびに沿岸の建物の基
壇は高く作り直され、その結果、点在する祠やシヴァリ
ンガが地中に埋まることも少なくなかった。シヴァリン
ガとは、ヒンドゥー教三最高神の一柱を担うシヴァ神の
シンボルである。古代から積み重ねられてきた歴史と信
仰の層が、地下深くに眠っているのもバラーナシの特徴
なのである。ここで、バラーナシのグラウンドレベルに
ついて考えてみたい。一年のほとんどの季節はガートが
露出するため、ガートの最下段、つまり水との接点こそ
がバラーナシの基準であるかように見えてしまう。だが、
バラーナシは何千年ものあいだガンガーの水の脅威にさ
らされながら形成されてきたのであって、最低限クリア
すべき条件とは氾濫から身を守ることであった。水の側
から都市を眺めると、その全体の景観に各建物の基壇を
基準とする一本の境界が明確に浮かび上がる。基壇は
人々の命を守る重要な役割を果たし、ガートが露出して
いる時期は城壁のようにそびえ立つ。しかし、ひとたび
雨季に入ってガンガーの水位が上がると、基壇は隠れ、
まるで街全体が水に浮いているかのように見える。この
基壇を境に、その上と下では世界がまったく異なると捉
えるべきなのである。ヒンドゥー教徒にとって地下空間
は楽園とされ、内陸の住宅群からガートへ向かう際の王
宮の基壇部分にうがたれたトンネルもまた、まさに地下
空間そのものである。マハラジャたちは、王宮がガート
へ向かう人々の妨げにならぬよう、基壇の地下を自由に
通り抜けできる通路を設けた。この通路は、カーストの
上位であるマハラジャの王宮の地下を、下位カーストで
ある庶民が通ることのできる特殊な空間となっている。
基壇はマハラジャの私的空間と、庶民の公的な空間が基
壇を境に明確に分離しつつ、同時に楽園としての水の聖
地へと向かう感動的な空間づくりを成し遂げた。常態と
一時、脅威と安全、カーストの上位と下位、楽園と世俗
といった二つの世界が、この基準を境に展開しているの
である。 
図 2 水位の変化（左：乾季、右：雨季） 
４． 街区構成とアプローチ 
（１）街区区分 
バラーナシでは三段階で街区区分がなされ、行政区分以
外の二段階の街区区分がモハッラと呼ばれる。モハッラ
とは、イスラム圏で使用される居住区域の単位である。
かつては行政の管理単位で、コミュニティー意識が強く、
祝祭などの公的な行事のほとんどがモハッラを組織単位
としていたが、近年、カーストへの意識の薄れに伴って
モハッラの結束力が弱りつつある。 
（２）モハッラ境界と街路パターン 
 ガンガーと並行して通り、バザールで賑わう目抜き通
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りはガートと反対に生活が滲み出た空間である。モハッ
ラの境界が目抜き通りからガートまでのアプローチは、
全体が一致するもの、一部が重なるもの、全く関係を持
たないものに分類することができる。 
a）全体が一致する街路 
ナラド・ガート（Narada Ghat）、チャウサティ・ガ
ート（Causatthi Ghat）、ダルバンガー・ガート
（Darbanga Ghat）への入口にはゲートのような境界を
示すものは存在するが、チャッジャは存在しない。チャ
ッジャとは街路の両側の廊下やバルコニーが張り出して
発展した路上建築である。この路上建築があることでそ
の下を通るアプローチは暗く閉鎖的なものとなる。つま
り、モハッラの境界となる街路は比較的明るく誰に対し
ても開かれた空間となっていると言える。 
b）一部が重なる街路 
ラジャ・ガート（Raja Ghat）、ムンシ ・ーガート（Munsi 
Ghat）はどちらも目抜き通りからガートに向かう約半分
あたりまでがモハッラ境界と一致している。これらのア
プローチはモハッラ境界となっている街路との分岐点に
ゲートを設置したり、明らかに道幅が狭くなったりと、
一定の領域から内部への他者の侵入を拒んでいることが
分かる。 
c）関係をもたない街路 
ラナ・マハル・ガート（Rana Mahal Ghat）へのアプ
ローチはとにかく路上建築、または私有の建物の内部を
通ることが多い。アプローチはクランクしながら進み、
ガートまで三つのチャッジャをくぐるのだ。まるで外部
の人間の侵入を拒むようにいくつもの障害が待ち受けて
いる。モハッラ内部は彼らのプライベートな空間であり
よそ者は入ることを容易には許されない。 
（３）演出効果 
ガートから王宮、そして内陸へと順を追って開拓、開
発が行われたため、バザールからガートまで、モハッラ
との関わりの違いはあるが、それぞれが持つ領域の段階
は一貫している。まずは、経済活動からの分離である。
商店が密集している地域のアプローチの入口にはゲート、
トンネル、階段などの物理的な仕掛けが存在する。経済
から離れることが聖に近づくことにも繋がる。バザール
を離れ、さらに進むと若干の上り坂がある。古代からの
地形がそのまま反映されている。徐々に下り始めると
次々に道が折れ曲がり、同時に道幅が急激に狭くなる。
そして、ガンガーへ下る階段が始まると同時に路上建築
も現れる。 
 
 
 
 
 
 
 
この場ではまだガンガーを望むことは叶わず、階段を
下りきるとようやくガートの入口にたどり着くのだ。暗
い入口からガート空間へと踏み出す。そこは異世界のよ
うだ。目の前に広がるのは階段とガンガーと対岸だけで
ある。この瞬間に聖地のガートとしての認識がなされる
のだろう。 
５． ガートからみる都市 
（１）発生と役割 
 ガートは、寺院に付随して建設される場合がほとんど
だが、そもそも水辺はそれ自体が宗教空間であり、地中
の井戸まで掘り下げて造られたものはステップウェル
（階段井戸）と呼ばれる。バラーナシのガンガーに面する
河岸には長さ 6.4 キロに渡って 84 のガートが連なる。バ
ラーナシにおけるガートの始まりは 8～9 世紀とされ、現
在のようにパッカ（石）で建設されたのは 14 世紀の例が
ある。ガートの根源的な意義は、都市と水をつなぐ存在
であり、元来、各地のマハラジャ（藩主）が自らの沐浴
のために建設したものであった。19 世紀初期にインド人
の宮廷画家によって描かれた絵画では、整備されている
ガートには多くの人々が沐浴し賑わいを見せているのに
対して、そうでないところは船着場として積荷降ろしに
利用されている。つまり、日本のいわば雁木とは違い、
ガートはあくまでも沐浴する人間のための空間であった
ことがわかる。したがって、本論文ではガートを沐浴場
という認識で統一したい。 
（２）ムガル帝国とガート 
チャウサティー・ガートはメルワール王国のマハラジ
ャによって、1670 年に建設される。メルワール王国は、
16 世紀にムガル朝に攻撃を受け、その後、王がウダイプ
ルに新都を築いた。ディグパティア・ガートは、ベンガ
ルのディグパティア国王の支援によって 1830 年に建設
されている。ベンガルはムガル帝国の衰退に伴い独立を
果たした藩王国が多数存在する。ディグパティア国もそ
のひとつである。つまり、ムガル帝国に攻撃を受けた国
とムガル帝国によって生み出された国が、建設年代は異
なるが隣り合う形で王宮とガートを構えているのである。 
結果として、宗教や王朝に関係なく、それぞれが時代
を経てバラーナシの景観を生み出す重要な要素となった
のは確かである。つまり、バラーナシのガートはインド
全体の歴史を反映しているともいえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 3 バザールからガートまでのアプローチ 
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インド各地に王国が誕生するたびにガートが増加する。
まさに、ガートはインドの歴史の縮図そのものであるか
のようだ。 
 バラーナシのガートが初めて整備された 1300 年から、
ガートは増加の一途をたどっていく。84 のガートは、バ
ラーナシの聖域と定められているヴァルナ河とアッシー
河で挟まれた範囲のものである。ガートは増加していく
が、聖域の範囲は限られている。では、どのように限ら
れた範囲内にガートを建設していったのだろうか。 
都市が早くから発展した北のラジガート台地からマニ
カルニカ・ガートまでは、1700 年代には開発が進み、す
でに多くの王宮が建設されていた。そこでマハラジャた
ちはより広い敷地を求めてダシャシュヴァメード・ガー
ト（Dasaavamedha Ghat）以南へ進出していく。中央から
北方にかけての王宮は、隣の王宮や寺院、または住宅と
壁を共有し、ガート同士の境目もあいまいである。一方、
南のガートは比較的境界がはっきりしており、樹木も多
い。しかし、飽和状態となることは必然である。どのよ
うに解消したのだろうか。 
シヴァラ・ガート（Sivala Ghat）はバラーナシの最後
のマハラジャである Chet Singh によって 1770 年に整備
されている。シヴァラ・ガートより南のパンチャコータ・
ガート（Pancakota Ghat）からマハ・ニルヴァニ・ガー
ト（Maha Nirvani Ghat）までの 5 つのガートはかつて、
シヴァラ・ガートの一部であった。しかし 19 世紀半ば、
それらのすべてが分割される。飽和状態となった後は、
すでにあるガートを細分化し、それぞれをマハラジャや
豪商によって開発させるといった手法がとられた。 
（３）機能の多様化 
a）私的領域から公共空間への転換 
マハラジャによって整備されたガートは、当時、彼ら
の私的領域として存在していた。彼らはガートとともに
河岸の一等地に王宮とそれに付随させる形で寺院を建築
した。しかし、バラーナシにはインド各地から巡礼者が
訪れる。そこで、巡礼者たちはそれぞれの地域の様式で
建てられた王宮を目印にガートを目指すのである。各地
域の巡礼者が集まるその周辺には、寺院に奉任する僧侶、
宿泊施設の利用者やサービス業者、手工業者などからな
る綿密なネットワークが形成されていく。それらがやが
て特定の区画を形成するまでに成長し、モハッラという
つながりをもった自治区となっていく。寺院周辺のネッ
トワークが形成されていく過程で、それまでマハラジャ
のためだけの空間であったガートが、同郷の人々にも開
かれた空間へと変わっていき、さまざまな活動が生まれ
た。さらに、1900 年代に入ると、ボート漕ぎの組合や都
市自治体といった市民による整備も行われるようになる。
つまり、ガートは私的目的で建設されたにも関わらず、
しだいに市民が自由に使用できる公共の場となり、バラ
ーナシに欠かせない都市施設となっているのである。 
b）ガンガーの水運 
19 世紀初期の絵画には、貨物船は至るところに描かれ、
中にはイギリス国旗を掲げているものもある。そのよう
な船で運んでいた貨物は主に奥地に赴任したイギリス人
の役人への小包類であったため、下航はしばしば空荷の
場合があった。それを解消するためにイギリスはガジプ
ール、バラーナシやパトナの工場で精製された阿片を蒸
気船に積み、カルカッタへ輸送するよう、指示している。
その他の船では、主に穀物、燃料となる木材を運搬して
いた。バラーナシではガートが連なり、どのガートでも
積荷の上げ下ろしは可能であるが、北端ほど近い、トリ
ロカナ・ガート（Trilocana Ghat）が河川貿易の拠点と
して活気付いていたことを、絵画より確認することがで
きた。付近には藁葺き屋根の小さな村落が発生している。
これは、バラーナシ住人が船の乗組員に提供した宿泊施
設もしくは穀物貯蔵庫であったとされている。河の際に
簡易的に建設され、ガンガーの水位上昇時には毎年、簡
単に流されてしまうものであった。19 世紀後期の絵画で
は、この藁葺き小屋をアッシー・ガートでも見ることが
できる。やはり、アッシー河とヴァルナ河の合流点には
貨物が集まり、バラーナシには北と南の二箇所に物流の
要が存在していた。 
インドでは 1853 年から鉄道の建設が始まり、ガンガー
本流にほぼ並行する東武鉄道が完成する。鉄道と、その
後増加するトラック輸送の影響はガンガーの水運に大き
な影響を与えた。バラーナシでは、市街の北に 1887 年に
マルヴィア（Malviya）橋が架かったことにより、渡し船
乗り場としても利用されていたガートがその重要性を失
い、現在ではその他のガートとなんら変わりない姿をし
ている。しかし、小船での物資輸送と巡礼者の渡し船は
依然として活用されている。 
橋梁の建設は、ウッタル・プラデシュ州の河岸の地区
では、河川と道路の共同した交通システムが確立されれ
ば有効な手段として、注目するに値する。バラーナシよ
り下流に位置するパトナでは、野菜、石炭、油などの品
物がある特定のガートまでトラックで運ばれ、そこから
3 つの船着場までボートで運搬される。そこから、各地
域に再びトラックで運ばれるといったように、舟運と道
路輸送による共同の運搬システムが物流の重要な鍵とな
っている。バラーナシ市内では、車の入れない道も多く、
図 4 二箇所の物流拠点と水際の小屋 
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小船による物資の分配が重宝されるのは必然であるが、
船着場となるガートまでの道路の整備が進んでいないの
が現状である。 
６． バラーナシの水辺 
（１）王宮と寺院の空間構造 
 バラーナシの水辺構成する要素として欠かせないもの
は、王宮と寺院である。84 のガートから、王宮または寺
院を保有しているガート、そのどちらも保有しているも
のに振り分け、実測対象を選定している。また、複合的
空間とは、王宮と寺院の双方を保有しているガート、も
しくは、隣り合うガートを連続して見ることで、双方を
保有していると捉えることのできるガートを扱っている。 
まず、南端のアッシー・ガートとその隣のガンガー・
マハルⅠ・ガート（Ganga MahalⅠGhat）は、バラー
ナシのマハラジャによって開発されている。アッシー・
ガートの階段を上りきった先には象徴的な寺院が建って
おり、付近のガートよりはるかに格が高い。アッシー・
ガートでは、付近の住民に向けた儀式が毎日催されてい
る。ときには、大衆演劇が行われることもある。バラー
ナシのマハラジャが援助したガートと建築は他にもいく
つかあるが、バラーナシのマハラジャが王宮、寺院の単
体で、そして、寺院と複合してどのような空間を実現し
たのかということに着目している。 
ジャンキー・ガート（Janaki Ghat）では、ガンガー
に面する王宮とその内部に抱える寺院が生み出す、建築
内での聖と俗の空間、そして、背後の Rama Janaki 寺
院との関係が特徴的である。これにシヴァラ・ガート、
ガンガー・マハルⅡ・ガート（Ganga MahalⅡGhat）
の実測を加え、王宮の比較をしていく。 
a）王宮の空間構成 
ジャンキー・ガートは 1806 年、Rai Girdhara Lala に
よって整備され、その後、ビハールの王妃によって石で
建設された。このガートには二つの王宮が存在する。 
まず、ガンガーを望む王宮についてだが、二階を寺院
として利用し、一階の住居部分は寺院建設当初からそこ
に従事する者、もしくは王族が居住していたのではない
かと推測できる。寺院とは別に居住空間には家族内での
信仰の場となる祠が存在している。ガンガーの前面の部
屋には光が十分に入り、明るい空間が広がっているのに
対し、廊下を挟んで背後にある祠は暗く陰湿であった。
祠の入口から天井高が抑えられており、地中に向かうよ
うな印象さえ受ける。ガンガー周辺の祠や寺院はそのほ
とんどがガンガーを向いて入口を持つ。これは、ガンガ
ーに対する信仰と朝日つまり太陽に対する信仰が相まっ
たものである。ヒンドゥー教徒は東を向き、太陽とガン
ガーに対して祈りを捧げるのと同様、西を向き、祠や寺
院に対しても祈りを捧げる。すなわち、信仰の軸を、ガ
ンガーに対して垂直に持ち、その中間にガートが位置し
ているのである。ガートの根源的な意味からも読み取れ
るように、この場合では、対極している信仰の方位をひ
とつの軸として繋ぎ、完成させている存在がガートなの
ではないだろうか。人間の行為が生み出す軸線はそのま
ま住居空間へと落とし込まれている。 
寺院の背後には別のラマ・ジャンキー（ Rama 
Janaki）寺院と王宮がある。王宮は、ガンガーに近いと
ころからコの字型の回廊、中庭、後庭から構成され、現
在は三家族が生活している。路地を挟んで両者が一体と
なった構成をとる。柱の装飾などからも回廊の部分は格
の高い空間であることがわかる。中庭に面した部屋は私
的性格が強く、家族がゆったりとくつろぐ場所であった。
女性の空間である後庭には炊事場があり、井戸とトイレ
が設けられている。寺院と王宮の前後に、象徴としての
ガンガーと生活用水としての井戸を配置させながら、空
間全体が水と密接に結び付く合理的な構成がとられてい
るのである。 
次に中庭を持つ王宮について比較分析していく。ガー
トと王宮の建設年代については、シヴァラ・ガートが
1770 年、ガンガー・マハルⅠ・ガートが 1830 年、ガン
ガー・マハルⅡ・ガートは 1800 年代ということが分か
っている。シヴァラ・ガートはバラーナシのマハラジャ、
ChetSingh によって建設されたものである。内陸側のエ
ントランスを入ると左右の壁が作る軸線上に中庭、さら
にその先にはバルコニーとガンガーを見ることができる。
その瞬間にガンガーまで延びる完璧な軸を感じることが
できる。中庭を取り囲む居室は現在、ホテルのフロント
や客室、食堂として利用されているため、新たに壁が作
られているが、かつてはアーチのかかった列柱が存在し
た様子がうかがえる。シヴァラ・ガートの王宮は最も簡
素なタイプであると言える。豪華な装飾もなく、実にシ
ンプルで、プリミティブ型により近いのではないだろう
か。 
ガンガー・マハルⅠ・ガートは河側にガンガーを望む
部屋を設け、その背後に中庭と生活空間を置いている。
この場合でも空間の用途からなる段階性はジャンキー・
ガートと変わらない。ガンガー側の部屋は河に向いた最
も重要な空間となり、奥に進むにつれて女性の部屋やト
イレといった生活空間が配置されている。最も眺めのよ
いガンガーに面する部屋は列柱によって区切られ、中庭
を囲む居住空間に、眺望を求めた宗教的性質の強い空間
を取り付けた構成になっている。 
ガンガー・マハルⅡ・ガートはマニカルニカ・ガート
（Manikarnika Ghat）に近く、南に比べて他の建物と壁
を共有している建築が多く、内陸からの王宮への入口も
他の宗教施設や住宅とさほど変わりはない。しかし、内
王宮 寺院
Ganga MahalⅠGhat Asi Ghat Asi Ghat Ganga MahalⅠGhat
Janaki Ghat Tulsi Ghat
Sivala Ghat Manikarnika Ghat
Bauli Ghat Sankatha Ghat
Ganga MahalⅡGhat
複合
付随する建物
Dasasvamedha Ghat
表 1 実測ガートの類型 
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部は広く、いくつもの回廊を持つ、ゆとりのある空間が
広がっていた。中庭は３つ存在し、ガンガーから離れる
に従ってしだいに俗的になっていくのだが、エントラン
ス近くの中庭にのみ装飾がなされている。 
これらの３つの王宮を比べると、基本的な構成は、内
陸側にエントランスを持ち、中庭を介して、ガンガーを
眺める空間となっている。その単純な構成を忠実に再現
しているガンガー・マハルⅠ・ガートでは、エントラン
スの軸を曲げ、入口から直接中庭やガンガーを眺められ
ない。ガンガーに面した部屋でも列柱で空間を仕切り、
ガンガーを見下ろす空間に神聖さを与えているように思
える。シヴァラ・ガートでは、エントランスから軸を一
直線に伸ばすことで、建物に入った瞬間の圧倒的な感動
を呼び起こしている。建物自体の規模が大きいガンガ
ー・マハルⅡ・ガートでは、中庭が段階性を持っている。
分岐していくに従い、ある一方では生活空間のための中
庭となり、もう一方では、寺院を付随して、宗教性を増
していく。王宮の大きさや質によってそれぞれが効果的
な演出方法を選択し、空間を形成していることがわかる。 
 
図 5 王宮の内部空間の比較 
 
b）寺院 
アッシー・ガートは寺院を中心に構成されていて、ガ
ートの階段部分はその入口まで続き、周辺の仮設建築の
露店や涼み台のまわりにも人々が集い賑う。ここでは、
ガートが寺院へのアプローチの役割を担うと同時に、水
際から建物まで貫く明快な中心軸にもなり、水と陸をつ
なぐ象徴的な空間構成がとられている。 
一方、ガンガー・マハルⅠ・ガートは王宮に対するガ
ートの明快な中心軸は存在せず、水の側から直接建物に
入ることはできない。寺院という宗教的な存在でなけれ
ば、直接水からのアプローチを設けることができなかっ
たのかもしれない。だが、多くの人々を水の側からも受
け入れる必要のあった寺院に対し、王宮はむしろ特権的
な権利を持つ者だけが獲得できる眺望を重視した結果と
見るほうが正しいだろう。ガンガーの水位が上昇すると、
ガート上方にある寺院までは階段が続いているので、そ
の階段を利用し、人々は沐浴を行うことができる。しか
し、王宮の前のガートは階段が上方まで続いているもの
はなく、その大部分が基壇によって覆われている。つま
り、雨季になると王宮周辺のガートは完全に隠れてしま
い、一般市民が近づくことすら許されない。その時、王
宮からみえる景色は一面ガンガーの川面が広がっている
光景なのだ。この景色を独占することがマハラジャに与
えられた特権なのだろう。 
c）複合的空間 
 ここまで、王宮、寺院を取り上げたが、ひとつのガー
トに対して王宮と寺院どちらもが存在していることが基
本的な形式であるといえるだろう。寺院や王宮どちらか
しか存在していない場合では、隣り合うガートとの連結
が図られており、ガート、王宮そして寺院という構成要
素は守られている。 
 アッシー・ガートからガンガー・マハルⅠ・ガートに
かけては、ガートのヒエラルキーがはっきりと分けられ
ている。アッシー・ガートからの風景を描いたスケッチ
が存在する。左には寺院、中央のガートへの道を挟んで
反対には、アッシー・ガートの象徴とも言える樹木があ
り、その先のガートも、鮮明に描かれている。この樹木
の足元にはかつては寺院にあったシヴァリンガが祀られ
ている。アッシー・ガートは寺院までの明確な軸を持っ
ているのに対し、アッシー・ガートからガンガー・マハ
ルⅠ・ガートさらにその先のリヴァン・ガート（Rivan 
Ghat）まで、ガートは下るいっぽうである。また、王宮
前のガートにはヨガ台やチャブタラーといった、ガート
と一体となった建造物があるが、アッシー・ガートの寺
院から伸びるのは、純粋に階段だけである。ガートとひ
とくくりにされているが、付随する建物に応じた計画に
よって整備されていることが分かる。
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図 6 Asi Ghat と Ganga MahalⅠGhat の複合的空間 
（２）都市と水の接点 
仮設建築には、露店と、チャブタラーやシュロのよう
に涼を求める台とがある。チャブタラーとは石造の台を
言い、ガートと一体化している。人々はこのチャブタラ
ーの上に木製のベンチを置き、シュロと呼ばれる竹で編
んだ大きな傘を挿して日陰をつくる。ガンガーの水位が
上がると、人々はチャブタラーの上に置いていたベンチ
とシュロを移動して、より上のほうにガンガーを眺めな
がら快適に涼む場所を容易に作り出す。ゆっくりと変化
する水位に寄り添うように水辺の空間を変化させること
こそがバラーナシの水の文化なのであって、水と都市を
つなぐ空間の在り方は実に柔軟である。また、水位に応
じてだけでなく、祝祭が行われる時刻になると、昼間に
は男たちが談笑しながらくつろいでいた空間がいつのま
にか儀式の空間へと変化している。彼らにとってガート
は私的な空間でありながら、極めてパブリックな領域で
あることに変わりはない。 
仮設の建築があるのに対して、石で作られた常設の建
築はもはや建築ではなく、遺跡のように扱われているの
ではないだろうか。水位が基壇まで上がるということは、
それより下にある建築は過去としてみなしているのだろ
う。雨季の水面を境に過去と現在が分離しているのであ
る。 
７． 信仰と祝祭 
（１）生と死のガート 
バラーナシでは、火葬をしているそのガートは沐浴場と
してももちろん使用されている。生と死が表裏ではなく
一体となって存在しているのである。黄金寺院からマニ
カルニカ・ガートへ通じる道ではひっきりなしに遺体が
運ばれている。その細い街路沿いにはもちろん住宅もあ
り、寺院、祠もいたるところに存在し、バラーナシの住
民は、火葬に関することを忌み嫌うことはもちろんない。
彼らにとって火葬という死の儀式は日常的であり、自分
たちの生活の糧にもなっているのである。水に触れてい
たいということでも、生者と死者、身分で単純な階段が
真逆の状態にとなる。 
（２）信仰が生み出す水辺 
マニカルニカ・ガート近辺は建物が密に並び雑然とし
た印象を受ける。マニカルニカ・ガートにほど近いサン
カサ・ガートは、18 世紀前半にインド西部の都市ヴァド
ーダラーのマハラジャによって造成された。ガートに面
して寺院があり、左右の階段に囲まれた寺院の背後には
住宅が無秩序に密集している。一方で、ガートの建設と
ともに大規模な洪水を想定して基準を高く設定した南の
地域では、基壇が連なり堤防の役割を果たし、内陸部の
住居を水害から守ってきた。したがって、サンカサ・ガ
ートのように、マハラジャの王宮が建設されなかった場
所では、常に洪水の危険にさらされやすい。しかしなが
ら、サンカサ・ガートもまたバラーナシの特徴が顕著に
現れている空間である。祠やシヴァリンガが至るところ
にあり、宗教と一体となった路地は純粋な信仰の場とな
り、時に子供の遊び場ともなる。個人の住宅内のシヴァ
リンガに祈りを捧げる人も多く、私的領域でありながら
公的性格を帯びている。このように、公と私、聖と俗が
混然一体となって共存している。逆をかえせば、かつて
から、祠や寺院が混在していたことによって周辺の住宅
は増改築を繰り返すしか手段はなく、寺院を簡単に壊す
ことができないため、王宮の開発も介入できなかったの
ではないだろうか。このことはガートにも当てはまる。
整然と階段が並ぶガートは、公共の場であると同時に、
沐浴という個人の行為がおこなわれる私的空間でもある。
また、社交場といった世俗的な性格も持つ。つまり、対
極する性質が同一空間に共存し、表裏一体となって存在
していることこそ、水の都市バラーナシらしさなのであ
る。 
（３）水辺の祝祭 
あたりが暗くなり始めると、プージャと呼ばれる祝祭
の儀式が行われる。ダシャーシュヴァメーダ・ガートで
は、毎晩、若い僧侶が水際に立ち、ランタンを振りなが
ら祈りを捧げる。雨季の水位が高い時期を除いて、必ず
水際でおこなわれるため、都市と水の接点が祝祭の舞台
となる。この祈りは神に捧げられるもので、僧侶はガン
ガーと陸のどちらに対しても祈りを捧げる。そのため、
人々は陸側のガートと水の側の船上から儀式に参加する。
水と陸の接点を中心に、水面と陸地が一体となった劇場
空間は、まさに聖地であるバラーナシの夜にふさわしい
光景を作り出す。かつてこの種の儀式を主催していたの
はマハラジャであった。その際には、王宮だけでなく、
ガートにも装飾が施され、夜の闇の中に光の舞台が浮か
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び上がる。ガートだけでなく、周辺の建物のあらゆる空
間もが一体となって舞台を演出するのである。十月末か
ら 11 月初めに催されるディワーリーと言う祭りは、別
名「光のフェスティバル」とまで呼ばれ、すべてのガー
ト一面に蝋燭が並び、灯りがともされる。6.4 キロに渡
る 84 のガートが水辺に連続する祝祭の舞台となるので
ある。 
８． 結論 
ヒンドゥー教徒にとって、みずからの身体とガンガー
の水が一体となることは、最上の喜びを意味する。ガン
ガーの水は一年をかけて上下するため、両者の接点の空
間も常に変化する。ガートは乾季には雄大な姿を見せ、
雨季にはガンガーの中に身を潜める。その過程で、ガー
トは緩やかに見え隠れしながら、それを実現させるため
の調節の役割を果たしてきた。すなわち、恒常的なつく
りではあるが、その存在は実に柔軟に都市と水を結びつ
けている。バラーナシの都市は、こうしたガートの作用
によって、一年の周期でゆっくりと拡大、縮小するので
ある。環境に応じて機能も空間も変化するバラーナシ。
そこにあって人々が常に追い求めたものは、水と一体と
なる身体への欲望そのものに他ならない。世界で最も水
が身体に近い都市は、こうしてつくられた。 
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